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１．ＪＡ全農とっとりの取り組み 

中央物流センター本格稼働 

中央物流センターは令和元年 10 月に稼働し、令和 2年 7月よりＪＡ鳥取中央管内すべ

ての地域を対象に稼働を始め、春の農作業繁忙期を前にピッキング作業・配送のピーク

を迎えている。 

当センターは肥料の在庫管理、農薬の合理的な配送計画により戸配送、集落配送に対

応している。物流の合理化による生産資材価格の抑制と合わせて、生産資材の安定供給

と組合員のさらなる利便性向上を目指し取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

本会職員並びに業務委託先によるピッキング作業の様子 

 

２．ＪＡ鳥取信連の取り組み 

わくわくよりぞうポイントキャンペーン第３期当選者決定！ 

“わくわくよりぞうポイントキャンペーン”の

最終となる第 3期抽選会が１月 20 日、3ＪＡの本

所（店）で実施された。 

応募総数は、ＪＡ鳥取いなばが 1,652 枚、ＪＡ

鳥取中央が 2,525 枚、ＪＡ鳥取西部が 2,993 枚の

合計 7,170 枚であった。令和 2年 4月から 12 月

の 9ヵ月間、幅広い世代にＪＡの魅力ある商品を

ＰＲし、ＪＡを身近に感じていただけるキャンペ 

 

ーンとなった。 

各ＪＡの抽選会場では、第 1期から集まった抽選箱いっぱいの応募用紙に、利用者に

愛され支えられていること、キャンペーンにおいて各ＪＡの職員が努力したことを改め

て実感できる抽選会となった。 

 

 

 

 

 

 



 

３．ＪＡ共済連鳥取の取り組み 

社会保障制度研修会について 

1 月 22 日、ＬＡ（ライフアドバイザー）を対象に、ひと保障を提案するうえで必要な

知識を習得するため、「社会保障制度研修会」を開催した。 

現在、社会情勢は「少子高齢化」「人生 100 年時代」等、数十年前に比べると大きく変

化している。組合員・利用者の必要とする保障内容も、従来の入院・死亡を保障するも

のだけでなく、退院後の治療費、介護・身体障害状態を保障するもの等、多種多様なも

のとなっている（下図参照）。そのために必要な社会保障制度に関する基礎知識と、共済

の活用ポイントを学習した。 

 

【ひと保障あんしんチェックシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修は外部講師によるものであったが、新型コロナウイルスの影響もあり、今回はＬ

Ａの使用する Lablet's（携帯用端末）と講師のパソコンを繋いだ「オンライン研修」に

より実施した。受講したＬＡからは「制度の説明だけでなく、実践で使える言い回しな

どもあり、参考になった」と好評だった。 

今後も「ひと・いえ・くるまの総合保障」の提供を通じ、組合員・利用者により安心

と満足を提供できるよう、知識・提案力向上に努めていく。 

 

以上 


